
アー�ト�★エ�ッ�セ�イ�

　彫刻の場合、平面�作品と違う点は、その�置かれる�

場や環境が最大限に�関係性を結んで�し�まうという点�

だ。彫刻作品を生か�すも殺すも、作品の選�定とその�

置かれる場にかかっ�ていると言っても過言�ではない。�

その両者が良い関係�を作り、響き合ったと�き、新た�

なメッセージを語り�かけてくれる。�

　昨年の４月、平塚�市美術館で展覧会を行�った。自�

然光の満ちた展示室�に向かう広い空間に白�い小屋を�

設営�し�た。�その中に、�高さ210㎝の立�っている白クマ�

を展示�し�た。自然光の取り込ま�れた、大きな三角屋�

根を持った白い小屋�と、中で仁王立ちする�白クマ。�

この出会いは予想を�遥かに超え、素直に�「美�し�い。�」�

と感�じ�ることができるも�のだった。彫刻と環境�が響�

き合い、良い関係�を結んだ瞬間だった。�

　巡回先の伊丹市�美術館では、隣接する�旧商家の居�

間に�ト�ラを置いた。日本家屋�の持つ清逸な空間と�ト�

ラが寄り添い、日�本家屋は�ト�ラによってその美�し�さ�

を際立たせ、その�存在を強いものに�し�た。�

　それは、彫刻作�品と空間との関係だけ�には留まら�

ず、人と人との出�会いや関係性にも言え�ることかも�

し�れない。�

　�「互いの主張と役割�を�し�っかりと見据えたとき�」�、�

そ�し�て�「互いに誠意をもっ�て寄り添うとき」�、そんな�

とき、甘くならな�い緊張感を持った素晴�ら�し�い関係�

を結ぶことができ�るのではないであろう�か。�

（みさわ　あつひ�こ）�
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　小・中学校の新学習指導要領が告示され、まもなく１年が過ぎようと�し�ている。こ�

れまでにさまざまな場面で「これからの図画工作教育や美術教育はどのように変わる�

のか」が論議されてきた。�

　�「言語活動の充実」�「美術館等との連携」�「美術文化についての理解」�など改訂のキー�

ワー�ド�は挙げられるものの、何と言っても〔共通事項〕の新設が改訂の目玉であろう。�

小学校の解説には、�「�〔共通事項〕は、表現及び鑑賞の活動の中で、共通に働いている�

資質や能力であり、児童の活動を具体的にとらえ、造形的な創造活動の基礎的な能力�

を育てるための視点と�し�て新たに加わった事項である。�」�と書かれている。つまり、図�

画工作の活動で常に教師が意識すべき視点を端的に整理�し�て示�し�ているもので、中学�

校美術の〔共通事項〕についても考え方は同じである。�

　では、他の教科ではどのようになっているのかと思い、中学校学習指導要領を調べ�

てみ�た�が、９�教�科�の�中�で〔共�通�事�項〕が�示�さ�れて�い�る�の�は�音�楽�と�美�術�だ�け�で�あ�った。�

〔共通事項〕が教科の学習活動全体を通�し�て必要な視点であるならば、どの教科でも�

明記�し�、指導や評価の明確な視点とするのが当然と考えたからである。�し�か�し�、ほと�

んどの教科に�〔共通事項〕�はなく、音楽の�〔共通事項〕�に書かれているのは、�「イ　音�

楽を形づくっている要素とそれらの働きを表す用語や記号などについて、音楽活動を�

通�し�て理解すること。�」のように、どこかマニュアル的である。�

　もう一度、図画工作や美術の�〔共通事項〕�を�じ�っくりと読んでほ�し�い。�「形や色など�

を基に、自分のイメージをもつこと。�」�（小学校第１・２学年）�、�「形や色彩、材料、光�

などの性質や、�それらがもたらす感情を理解すること。�」�（中学校）�など、�どれも本質を�

とらえ、哲学的とも言える内容である。自分が自分自身の感性で視覚的なイメージ形�

成を目指そうとするこの教科ならではのすばら�し�い本質が輝いているではないか。�

「白�ク�マ�小屋」�と�「座敷�ト�ラ�」�

三沢 厚彦�
（彫刻家）�

新学習指導要�領の�〔�共通事項〕�がわか�る�！�

〔共通事項〕�がわか�る�！―　�Part1

〔共通事項〕�の哲学�

平塚市美術館展示風景（白クマ）� 伊丹市美術館展示風景（トラ）�
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　先頃、公にされた文部�科学省の新学習指導要領�

（小学校図画工作科、中�学校美術科）�において〔共�

通事項〕という文言が登�場�し�た。小学校では「表�

現及び鑑賞の各活動にお�いて、共通に必要となる�

資質や能力を�〔共通事項〕�と�し�て示す。�」�、�「児童の�

活動を具体的にとらえ、�造形的な創造活動の基礎�

的な能力を育てるための�視点と�し�て新たに加わっ�

た事項である。�」�とある。さらに中学校�においては�

「�〔共通事項〕は、�「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」�の学�

習を通�し�て指導�し�、形や色彩、材料などの性�質や、�

それがもたらす感情を理�解�し�たり、対象のイメー�

ジをとらえたりするなど�の資質や能力が十分育成�

されるべきである。�」とある。�

　教科の目標と�し�てではなく、�「Ａ表現」�と�「Ｂ鑑�

賞」のまさに共通するも�のと�し�て、児童・生徒が�

獲得�し�ていく具体的な方向と�し�ての資質・能力を�

示�し�た。このことは図画工作・�美術などの義務教�

育期間の教科はもちろん�、さらにそれを超えてそ�

の資質・能力が生涯にわ�たって十全に働くように�

願って示されたことにな�ろう。�

　一歩踏み込んで言えば�、形や色、材料とそれら�

を手がかりに�し�たイメージの形成がこ�れらの教科�

が期待する根幹的な資質�・能力だと考えたのであ�

る。�

　今回の改訂については�いくつかの加圧が働いて�

いたと思われる。�

　改訂は通常の改訂の形�を守ったが、教育再生会�

議�な�ど�が�OECDの�PISAの�国�際�的�な�学�力�ラ�ン�キ�ン�

グに過剰に反応�し�た面が見られた。とりわけ�問題�

になったのは、次代を担�う子どもたちに要求され�

る主要能力�「�キー・コン�ピ�テンシー�（Key Compe-

tency）�」と�いう言葉である。コンペテ�ィションと�

言えば競争的な公募であ�り、美術界ではよく「コ�

ンペ」と称されている。�

　�し�たがって、ここでは「競り�勝っていく主要な�

能力」�というほどの意味であろう�か。�「キー・コン�

ピ�テンシー」�については、PISAでは�「�単なる知識�

や技能だけでなく、態度を�含む様々な心理的・社�

会的なリソースを活用�し�て、特定の文脈の複雑�な�

課題に対応できる力」と定�義�し�、�

・社会・文化的、技術的な�ツールを相互作用的に�

活用する能力、�

・多様な社会グループにお�ける人間関係形成能力、�

・自立的に行動する能力、�

とある�（天笠茂�「学習指導要領改訂の基本�的な考え�

方」�：�「�造形ジャーナル」�通巻401号、2008年３月�

刊）�。�

　文部科学省的に言えば、�まさに「生きる力」の�

ことであり、実践知である�。教育学論争史から言�

えば、情報化・多文化社会�における新�し�い「問題�

解決学習」を突きつけられ�たのである。造形教育�

も、その果たす役割につい�てより明確な方向を文�

言と�し�て示すことが求められたの�であろう。�

　もともと造形教育は総合�的な活動であり、実践�

知を核に�し�ているから何とも歯がゆい感じ�がする。�

　�し�か�し�、この実践知にはもう一�つの軸が加わる。�

生涯学習という軸である。�我が国の従来の義務教�

育観からは小学校６年間と�中学校３年間の教育が�

日本国民と�し�て必要で十分な要件である�ことを前�

提に�し�てきた。法制度もこれを骨�格に�し�ている。�

ところが、今日の社会は日�々刻々と変貌�し�ている。�

もはや静止的に社会をとら�えることは困難である。�

　とすると、知識や技能、�さらには価値観など、�

まさに「生きる力」が固定�化�し�てはとらえられな�

いことになってくる。知識�・技能を日々に更新�し�、�

ときには思考の枠組みをも�更新�し�なくてはならな�

いのである。そうすると義�務教育と言われる教育�

行為に普遍的であろうと思�われる「力」と柔軟な�

「力」を同一教育システム�に組み込むという壮大�

な要求が出てくる。�

　このような難題の中で、�今回の〔共通事項〕の�

示�し�方はかなり評価すべきだと思�う。�

1．�〔共通事項〕の新設�

2．�硬直化�し�た能力観�

　つまり、小・中学校さら�にそれに続く永続的な�

価値意識の形成とそれが背�景にあればそれぞれの�

段階や場面で発揮される「�力」を示�し�たのである。�

　今回示された〔共通事項�〕は「Ａ表現」と「Ｂ�

鑑賞」にまたがる「共通」�のことであるという�ド�

ライな言い方もあるが、再�度吟味すべきは「表現�

及び鑑賞の活動において、�共通に必要となる資質�

や能力を�〔共通事項〕�と�し�て示す。�」�（下線：筆者）�

という文言から、教科や学�校を超えて、生涯にわ�

たってその人の生き方にか�かわっていく価値観の�

形成を視野に収めている。�

　教育行為の本当の成果は�いわゆる社会人になっ�

た大人の教養のあり方なの�である。そのありよう�

が国の力そのものである。�小・中学校の教育実践�

は大変立派なものだと思わ�れる。�し�か�し�、大人は�

誇れる教養を身につけて日�々を送っているかと問�

うときに、暗くなって�し�まう。造形教育で培わ�れ�

た能力が必ず�し�も永続的な価値意識の形�成につな�

がっていないのではないか�？　〔共通事項〕には�

これに答えたいという意欲�が感�じ�られる。�

　もう一つの側面は、教育�改革という名の荒波を�

乗り切るべく、教育課程全�般を視野に入れて、造�

形教育の重要性を再確認す�ることである。�

　よい機会である。ここで�は美術教育界が義務教�

育期間の学習指導要領を包�み込むような造形活動�

の意味を問うてみるべきだ�と思う。人が生きてい�

く上で表現するという活動�はなぜ不可欠なのか、�

造形活動によって個人の中�で何が育つのか、でき�

ないことができるようにな�るのか、もともとの何�

かがより高まるのか、獲得�された造形意識はどの�

ように伝播�し�、人と共有されていくのか�など。�

　ここから造形教育の問い�直�し�が始まる。�

　�し�か�し�、�「能力」�という言葉が出てくる�と、すぐ�

さま技術のことに限定�し�て考える人が今でも多�い�

ような気がする。教育はア�カデミックであるべき�

だという根強い主張がある�。�

　では、アカデミックな教�育という文言の内容は�

何かという問いはあまり聞�いたことがない。�

　ルネッサンスの代表的な�論客であったアルベル�

テ�ィ�は�そ�の�著『絵�画�論』�（�原�著�は�1435年�と�言�わ�れ�

る）�の中で、�職業と�し�て認められ始めた絵画と絵�描�

きのことを以下のように体�系的に論�じ�た。�

・輪郭線はきわめて細く、見�えないくらいに、�

・ある対象を描く時にはそれ�に薄いベールがかか�

っていると仮定�し�て描く。ベールがある�と位置�

の感�じ�や高さの感�じ�も一つにまとめて描ける、�

・理想的な人体はそれぞれの�人に当たり、美�し�い�

と思われるところを集め、�組み合わせて描くべ�

き、�

・色彩でもっとも注意すべき�色は黒と白、�

・どんな画板や壁の上にも同じ�ように描けること、�

・画家は幾何学を中心にでき�るだけ多くの学芸に�

精通�し�ていることが必要。また友�人と�し�て詩人�

や雄弁家と交際することが�よい、�

・画家は正当な訓練を受けな�くてはならない。身�

に着けて�し�まった悪い癖�（マニエラ）�は捨てるこ�

とができない……というよ�うな職業画家の心得�

を説いている。�

　さらに、その流れを典型的�に示�し�た職業的なア�

カデミーの教育は大体以下の�ようである。教育シ�

ステムは時代や地域によって�違いはあるが、ほぼ�

12歳で親方の工房に養子縁組�などの形で徒弟と�し�

て入り、家事等の家の仕事を�し�つつ、遠近法を習�

い、人体各部を素描�し�、プロポーション論の教え�

を受けて全身像を描くように�なり、渡り職人と�し�

て旅に出て、地方の画家組合�に入れてもらうとい�

うのが大きな流れである。徒�弟期間をより効率的�

に学ぶ施設と�し�てアカデミーが独立�し�たのだが、�

教育内容は同�じ�であった。遠近法や解剖学�といっ�

た講義と並行�し�て、人体各部とその比例な�どで人�

物を描くこと。また指導方法�と�し�ては親方や先人�

の有名作家の模写が中心であ�った。�

　もちろんすべての修業は人�体の表現に収束�し�て�

いくものであった。人体の表�現が彼らの収入源で�

あったから当然である。�

　�し�か�し�ながら、このシステムがよ�り精度を高め�

て実践され続けるようになる�と、お手本を中心に、�

技量の冴えを争うようになっ�た。反面で、その背�

後にある精神の退廃性を感じ�させることになり、�

マニエリスム�（様式主義）�を生み出�し�た。�

　マニエリスムはバロック、�ロココという大きな�

表現のうねりの中で生気を失�っていく。�

　我が国では画家は絵所に所�属�し�、その機関と�し�

ては絵画制作と顔料を調整す�る部門があったと言�

われる。�し�か�し�、狩野派が台頭�し�て、その後、明�

治初期まで画工の世界に君臨�する。彼らは独特の�

第1回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part1

造形能力�を�問�い�直す試�み�
千葉大学教授　�藤澤　�英昭�

え�ど�ころ�
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集団を形成�し�、才能よりも訓練を重視�し�た。その�

ために修業は先人の模写�であり、一通りの水準の�

模写が描けるまで10年を�要�し�たと言われる。この�

結果、模写能力に関�し�ては卓抜�し�た能力を持って�

いたが、マニエリスムと�同様の硬直化を生み、琳�

派や丸山派を生むことに�なった。�

　巧みさのみが求められ�るようになると、一方で�

創造的気運が減速�し�、円熟と退廃が起こるよ�うに�

思われる。�

　普通教育においては創�造的な態度はすべての前�

提であり、専門家の教育�方法をなぞることはでき�

ない。�

　我が国の学制は明治５�（1872）�年に始まるが、フ�

ランスでは印象派が台頭�し�た時期である。同年、�

モネの「印象・日の出」�が発表されている。�

　�し�か�し�、動き始めた「画学」がアカ�デミーの流�

れの末端にいたこと、そ�し�て『毛筆画帖』も狩野�

派�の�影�響�下�に�あ�っ�て�ど�ち�ら�も�臨�画�（�教�科�書�を�お�手�

本�に�し�て�そ�っ�く�り�に�描�く�こ�と�）�と�い�う�方�法�か�ら�抜�

け出せなかったことは周�知である。�

　臨画を超えて実物を写�生するようにと主張�し�た�

山本鼎の自由画教育が登�場するのは大正時代にな�

ってからである。�

　西洋に�おい�てもF.チゼッ�クや�シュタ�イナ�ー、�ド�

イツ教育運動のゲッツェ�などの教育観が広がりを�

見せるまでは、�「小さな大人」�、�「未熟な大人」�と�し�

て何か�し�ら修行めいたアカデミーまが�いの教育が�

一般的ではなかったかと�思う。�

　普�通�教�育�に�お�け�る�造�形�教�育�に�つ�い�て�は�す�で�に�

1860年�に�Ｈ.ス�ペ�ン�サ�ー�が�真�に�人�に�求�め�ら�れ�る�情�

操と余暇のための活動を�主張�し�ている�し�、1934年�

のバージニアプランでは�主要な社会生活機能と�し�

て美的欲求の表現を挙げ�ている。つまり、よき市�

民の教育には美術教育が�どう�し�ても必要だと主張�

されたのである。�

　そ�し�て、現在の教育課程の骨�格は各教科、道徳、�

総合的な学習の時間、特�別教育活動、学校行事等�

という枠組みで構成され�ている。�

　教科の編成については�あまり抜本的な議論を聞�

か�な�い�が、1975年�の『授�業�研�究�大�事�典』�（�明�治�図�

書）�には、�

・基礎教科群――国語と�数学�

・内容教科群――社会科と�理科�

・表現教科群――音楽科と�美術科�

・技能教科群――体育と技�術科、家庭科�

という分類が紹介されてい�る。基礎教科は道具的�

な性格も持っているので、�現在の外国語や情報処�

理関係教科も含まれるので�あろう。�

　それ以外にもいくつもの�分類があろう。海外の�

教育課程も外国からの留学�生の交流が盛んになる�

と気づくことであるが、お�おむねこのような枠組�

みになっている。基礎教科�はどの教科においても�

使う大切な教育内容を持っ�ており、語学などはそ�

の国のという限定つきの内�容であるからたぶんに�

恣意的で、�し�つけ的な要素をもっている�。内容教�

科は「社会科学」�、�「自然科学」と�し�て研究的に扱�

われる教育内容である。�

　表現教科はこれらの教科�と違って人が生きてい�

く上での行為にかかわって�いるので、難�し�い教科�

と言われることがあるが、�意義を再確認�し�なくて�

はならない。今日でもこの�ような教科構成の大き�

な枠組みは不変であると思�う。�

　�し�か�し�、造形教育に統一的な理�念が浸透�し�てい�

たわけではなく、指導場面�ではいくつもの主張が�

並存�し�ているようにも思われる。�

　�「美術のための教育」�、�「美術を通�し�ての教育」�、�

「美術家養成」�、�「普遍教育」�、�「作品主義」�、�「行為�

重視」といういくつかの対�立軸が完全に昇華され�

てはいないようにも思う。�

　ちなみに、松井清人は1958年の『美術教育の諸�

問題』�（三一書房）で以下のよう�に整理�し�ている。�

・写実的美術教育�

　　写生画や臨画教育によ�って表現における技術�

力をつけることを目標に�する主張。�

・創造的美術教育�

　　創造力の開放による自�己表現を重視する。創�

造美育主義。�「児童美術の主な目的は子�供の創造�

力を発達させ、生涯を通じ�て、良い影響を与え�

ることである」というチ�ゼックの主張が骨格に�

ある。�

・生活的美術教育�

　　衣・食・住にかかわる�文化的な生活のための�

美術教育。造形品の良否�にかかわる判断力。�

・芸術的美術教育�

　　純粋に芸術的活動を行�う。豆芸術家主義。豆�

天才主義と言われる。特�に写生や思想画と粘土�

彫塑を中心に展開する。�

・造形的美術教育�

　　バウハウスに影響を受�けた人間の根源的な造�

形感覚の育成発展を目指�す。具象的、再現的な�

ものよりも構成的な抽象�表現を扱う。�

・心理的美術教育�

　　精神分析や精神的な疾�患の治療と�し�ての美術�

教育。絵画療法など。�

　普通教育の中に位置づく�図画工作科、美術科が�

国民皆修の教科であるとい�う点を踏まえて、今日�

の方向を大きく指示�し�たのは井島勉であろう。�戦�

後はさまざまな教育主張の�せめぎあいがあり、そ�

れらの教育論争を超えて、�1956年に『美術教育講�

座』が発行された。�

　その原理編の冒頭に、人�の認識に関�し�て、ある�

花を美�し�いと感�じ�ることと、その花が赤�いという�

ことの根本的な差異を述べ�ている。赤いという時�

には、分類などその対象の�属性に注目する知的判�

断が働いているが、ある花�が美�し�いとは「人間が�

その花とのかかわりあいの�なかに、その花の美�し�

さを作り出すのである�（下線：筆者）�」と述べてい�

る。�

　全人的な完成を目指す学�校教育には科学的な教�

科や道徳的な教科を包含す�るとともに、外界と感�

性的に応答する美術教育が�必要である。そこでは�

「美と芸術の本来の地盤と�生命がそうであるよう�

に、�真に自由なる彼ら自身に帰�らせること」�、�つま�

り、まず人は生命感あふれ�る存在であるという認�

識を持っていなければなら�なく、同時に社会的な�

存在であるから、他者と交�わりながら、文化を形�

成�し�、共有�し�ていくというダイナミック�な構造体�

と理解されるべきである。�いわゆる上手に絵を描�

くことを求めるのではない�。生きていることの充�

実感から結果と�し�て絵を描いたりするこ�とが好き�

になり、友人や先人の感動�を追体験�し�ながら、絵�

が上手になるというのが自�然の流れであろう。�

　造形活動の根幹にあって�、まさに共通的に働く�

資質・能力は当然、生涯に�わたって形成され続け、�

さ�ら�に�深�化�さ�れ�て�い�く�に�な�る�も�の�で�あ�る�か�ら、�

小・中学校で自己完結とい�うことはない。�し�か�し�、�

各学年の段階で、感動から�の造形活動によって獲�

得された諸能力は生涯にわ�たる価値意識の形成と�

表裏になっている。�

　では、�〔共通事項〕�の実践はどのようなも�のであ�

ろうか。�

　まず、第一義的には文化の�形成と価値意識の形�

成に向けて、造形活動に対す�る「関心」が持続す�

ることが大前提になる。�

　表現行為におけるあのダイ�ナミックな力のほと�

ば�し�りも特記�し�ておく必要がある。�

　自分が感�じ�取った、あるいは自分と対象�の間に�

つくり上げた世界を表現する�ことはそれほど容易�

ではない。ものすごく大きな�エネルギーが必要で�

ある。�「構想」�する力が必要になる。まさに�生きて�

いくことと同義である。�

　そのような思いを軸に�し�て、材料を選び、試行�

錯誤を重ねながら自分が感じ�取った世界に寄り添�

って表現を進めていく時に自�分なりの「技能」が�

獲得されていく。�

　表現の途中でもう一人の自�分と確かめ合ったり、�

友人や先人の表現に触れたり�することで感�じ�方や�

表現を共有する。�「造形感覚の交流」�が行われるの�

である。�

　態度の形成、自分の思いを�表現に立ち上げてい�

くこと、最もふさわ�し�い材料や技能を開発�し�てい�

くこと、友人や自分の過去の�表現を振り返ったり、�

先人の表現に触れたり�し�て、自らの造形的な感性�

をより洗練させていくことな�ど。�

　このように考えてくると、�〔共通事項〕�の指導は�

何か特別なことではなく、日�々の実践をよりよく�

積み上げていくことだという�ことがわかる。�

　題材を立ち上げる際、造形�表現に取り組む意欲�

に配慮すること。どの子にも�自らの感動から表現�

を立ち上げることができるよ�う間口の広い題材を�

展開する。表現をさらに深く�追求できる精神的、�

時間的ゆとりを保証する。自�分なりの技能の獲得�

を期待する。制作行為や他者�の作品との十分な交�

流を励ます。形、色彩、材料�、イメージなどに配�

慮することは当然である。�

　永続的な意識の形成と表裏�をなすそれぞれの子�

どもの具体的な能力の開花に�ついては現場の研究�

に期待するほかはない。�

　学習指導要領等はあくまで�も方向を示すもので�

あり、そのねらいは各先生が�楽�し�い実践に昇華す�

ることによってのみ具体化さ�れるのである。�

（ふ�じ�さわ　ひであき）�

第1回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part1

3．�普通教育�と�し�ての造形教育�

4．�〔共通事項〕の展開�

か�なえ�
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　幼稚園のころ、10種類�以上のサメの名前や体長、�

性質、何度も再生される�歯やエラの形状の意味を�

得意になって説明�し�、先生に驚かれたことが�あり�

ます。当時、私は「こど�も百科事典」の中にあっ�

た美�し�いカラーのイラス�ト�や写真から伝わるサメ�

のカッコよさに夢中で、�「こんな奴に出会った�らど�

うやってやっつけたらよ�いのか？　負けそうにな�

ったらどうやって逃げた�らよいのか？」�、�毎日飽き�

もせず妄想�し�ていたのです。�

　�「小学校の入学式の写�真撮影」�という晴れの舞台�

では、隣にいたイイダ君�と取っ組み合いの大喧嘩�

を演�じ�、周囲を呆れさせま�し�た。将来を悲観�し�た�

両親は、情緒の安定を願�って、数日後、半ば強制�

的に私を近所のお絵かき�教室に通わせ始めま�し�た。�

　お絵かき教室の鯨井先�生は自由に絵を描かせて�

くれま�し�たので、そこでもサメやライ�オンの絵ば�

かり描いていま�し�た。カッコいい３次元形状�のサ�

メ�を�2次�元�平�面�の�ス�ケ�ッ�チ�ブ�ッ�ク�に�リ�ア�ル�に�表�現�

することはとても難�し�く、顔が大きくなりす�ぎな�

いように全体のバランス�を考えること、遠近法が�

役に立つこと、ク�レ�ヨンの線は水彩絵の具の�防波�

堤になり簡単に色が付け�られること、指で擦って�

影をつけるとうまく見え�ること等、いろいろ工夫�

するようになりま�し�た。学校でも時々褒めら�れる�

と嬉�し�くて、次第に絵描きにな�りたいと思うよう�

にもなりま�し�た。�

　小学校４年のとき、父�に連れられ、倉敷の大原�

美術館のルオー展に行き�ま�し�た。ルオーの自由で�

大胆な線を見て、３次元�情報を写�し�取る以上の絵�

の力を強烈に体感�し�たことを覚えています。�進学�

し�た中学校は、大潮の夜、クサ�フグの大群が産卵�

にやってくるような瀬戸�内海沿いの風光明媚なと�

ころにありま�し�た。そこで自然の美�し�さを日々感�

じ�ると同時に、数学の面白さに�目覚めま�し�た。絵�

（図形）�が方程式で表現されること�、また、方程式�

が絵を表現することから、�大抵の図形の問題は実�

は方程式で解くことができ�ることに気づいたとき�

も大いに驚き、以後、中学�・高校時代は数学に夢�

中になりま�し�た。�

　その後、好きな数学を駆�使することができて少�

し�でも世の中の役に立てる�ものは何かを思案�し�、�

大学・大学院では情報工学�の分野に進み、現在は�

大学院で情報通信工学や数�理工学の教育・研究を�

し�ています。�

　描画が２次元平面という�名のスケッチブックに�

絵を描く工程であるように�、造形も３次元空間と�

いう名のスケッチブックに�絵を描く工程と解釈で�

きます。デカル�ト�（1596～1650：数学者であると同時に�

哲学者）�は、�座標の概念を使って、�高次元空間という�

名の「スケッチブック」を�人類にもたら�し�てくれ�

ま�し�た。�

　私の専門分野の研究では�数学を使って「高次元�

空間」に絵を描くことに大�半の時間が費やされま�

す。そのように考えれば、�現在の私の仕事も絵描�

きになりたいという少年時�代の夢に繋がっている�

ような気がいた�し�ます。�

　数学ではよく「幾何学的�に解釈すると…」とい�

う議論が行われます。�これは、�「高次元空間に描か�

れた絵」は目に見えないの�で、それがどうなって�

いるのかを理解するために�目に見える「２次元空�

間」か「３次元空間」のス�ケッチブックに視覚化�

する工程に他なりません。�

　それは３次元形状のサメ�を２次元平面のスケッ�

チブックにリアルに表現す�る工程とそっくりなの�

です。大好きなゴッホやル�オーや北斎やロダンの�

頭の中は到底想像すること�はできませんが、彼ら�

の絵や彫刻を見るたびに、�優れた芸術家の作品は�

彼等がイメージする高次元�空間の絵を２次元平面�

1．高次元空�間のお絵描�き�

や３次元空間に写�し�取っているように感じます�。�

　高�次�元�空�間�の�絵�を�視�覚�化�し�た「２�次�元�空�間�の�

絵」が得られると、研究者�はそこに描かれた点や�

物体を移動・回転させたり�、変形�し�たりすること�

により、�「２次元空間の絵」�に変化を加え、ああで�

もないこうでもないとウン�ウン悩みながら「２次�

元空間の新�し�い絵」を描画�し�ます。最後に数学を�

使って「２次元空間の新�し�い絵」を「高次元空間�

の�絵」に�反�映�さ�せ�ま�す。�「変�化�し�た�高�次�元�空�間�の�

絵」�は新�し�いアイディアに対応�し�ているのです�（図�

１参照）�。�

　ですからよく考えると、�数理科学や最先端のテ�

ク�ノ�ロ�ジ�ー�の�成�否�も“目�に�見�え�る�ス�ケ�ッ�チ�ブ�ッ�

ク”に自由に絵が描けるか�どうかに懸っているこ�

とに気づかされます。�

　私は工学系大学院で研究�室の学生と一緒に「世�

の中で未だ知られていない�大胆で面白いアイディ�

ア」を生み出すことを目標�に�し�ています。世界初�

の面白いアイディアを生む�コツは、実は「人の論�

文�を�あ�ま�り�読�み�す�ぎ�な�い�こ�と」�「人�の�論�文�の�ア�イ�

デ�ィ�アに�呑み�込ま�れ�ない�こと�」�と�言�われ�てい�ます�（例�
えば［文献１］�）�

。�

　著名な研究者の多くの論�文を感服�し�ながら読み�

続けていると、その強烈な�発想にがん�じ�がらめに�

縛られて�し�まい、�「凡人の自分にはこれ以上、�新�し�

く貢献できることはないの�ではないか」という無�

力感に陥って�し�まいがちです。自分で新�し�いアイ�

ディアを獲得するには常に先�人のアイディアを客�

観視できるようになることが�大切です。客観視で�

きない状態ですと、よほど幸�運な場合でも、世界�

中に何万人もいる同学の士の�常識とほとんど差の�

ない平凡な改良�し�かできません。ここで言�う「平�

凡な改良」とは、自分が貢献�し�なくても、すぐに�

大差ないアイディアが他から�提案される類の改良�

のことで、あまり魅力はあり�ません。先人のアイ�

ディアを客観視できない状態�は、戦いの前に戦意�

喪失�し�て�し�まった状態に似ています�。�

　それでは、�「何をすればよいのか」�ということに�

なるわけですが、私が心がけ�ていることを拙い経�

験とともにご紹介�し�たいと思います。まず�、第１�

歩と�し�て、�「先人の主要なアイディア�を整理�し�、�“目�

に見えるスケッチブック”上�に視覚化すること」�

を試みています。�これは、�「一見複雑そうに高尚に�

見えるアイディアも枝葉末節�を取り払ってみれば、�

きっと単純明快なものである�にちがいない。単純�

明快なものならきっと絵にす�ることができるだろ�

う。�」と確信めいた経験則が�あるからです。�

　ニュー�ト�ンがリンゴの木を見て「�万有引力の法�

則」の着想に至ったように、�天才のアイディアも�

源を辿れば「何だそんな当た�り前のことか」と思�

える類の話に帰着できるはず�です。このことは20

世�紀�最�大�の�物�理�学�者�ア�イ�ン�シ�ュ�タ�イ�ン�の�名�言�

「Everything should be made as simple as pos-

sible but not simpler.」�からも納得できるのではな�

いかと思います。�

　視覚化によって「２次元空�間の絵」が得られる�

と、我々凡人にも先人のアイ�ディアが�「当たり前」�

に見えてきます。この段階で�偉大な先人に対する�

コンプ�レ�ックスはかなり解消できま�す。�図２は�「時�

々�刻�々�変�化�す�る�情�報�を�追�い�か�け�る�問�題�（�専�門�的�に�

はAdaptive filteringと言います�）�」�を考える際に利�

第1回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part1

2．�造形力�と�創造力� 3．�「造形マ�ジ�ッ�ク�」�が�も�た�ら�す�「大胆な発想」�

妄想力・造形力・創造力�

東京工業大学大学院�理工学研究科集積シ�ス�テ�ム専攻准教授　�山田　�功�

～あ�る�理工系研究者の雑感～�

図1　数理科学や工学における発想の一方法�

図２　理想的な近づき方を考える際に使った絵�
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5．おわ�りに�

用�し�た絵で、この問題の本質を�説明するときに今�

でも使っています�（�［文献２］�）�。�

　サメを使ったのは私に�とってイメージ�し�やすい�

からです。�「三つ子の魂百まで」�と言いますが、幼�

稚園時代からほとんど成�長�し�ていないのには驚き�

です。こういう「２次元�空間の絵」を�じ�っくり観�

察�し�て、作戦を練るのです。次�第に先人のアイデ�

ィアの長所や弱点がはっ�きりと見えてくるように�

なります。これは客観視�できるようになったこと�

に他なりません。�

　また、弱点を克服する�ために�「２次元空間の絵」�

に大胆にも変化を加えら�れるようになり、ああで�

もないこうでもないと紙�の上で試行実験すること�

ができます。造形のマジ�ックが我々凡人を天才と�

同�じ�視線に引き上げてくれ、ア�イディアを生む勇�

気を与えてくれます。�

　この段階では、先生も�学生もありません。先生�

のアイディアが否定され�ることも�し�ば�し�ばです。�

まさに、�「アイディアの出�し�合い合戦」�という状態�

になってきます。私はこ�の時間をとても大切に�し�

ています。教師の発想が�「思い込み」や「経験」�

に縛られて大胆な発想を�阻害�し�て�し�まうことも十�

分に考えられるからです�。�

　一方、経験が乏�し�い学生の質問や思いつき�には�

常識にとらわれない大胆�な発想が潜んでいる可能�

性があり、これを大切に�し�ない理由はありません。�

学生の目も輝きだ�し�ます。今ディスカッショ�ン�し�

ていることが世界初のア�イディアに繋がるかも�し�

れないと自信がついてく�るからです。�

　ディスカッションのはじ�めの段階では、先人に�

最大級の敬意を払って「�○○さんのアイディアは�

…」という口調で議論�し�ていたのが、段々、先人�

の発想が当たり前に見え�るようになり、気がつか�

ないうちに学生も�（私自身も）�「要するにコイツの�

アイディアは…」という�口調に変わっていること�

があり、お互い苦笑・反�省することも�し�ば�し�ばで�

す。自由なディスカッシ�ョンは、大袈裟に言えば、�

これまでの定説、常識を打�ち破り、コペルニクス�

的な発想の転換を生み出す�勇気さえも私たちに与�

えてくれるのではないかと�思っています�（注１）�。�

　以下、２次元空間のスケ�ッチブックで理解でき�

る面白いアイディアを紹介�し�ます�（例えば［文献３］参照）�。�

　図３をご覧ください。樹�液のお酒に酔ったカブ�

ト�ムシが�x０�の�位置にい�ると�し�ま�す。飲兵衛の�カブ�
ト�ム�シ�は�未�だ�飲�み足�り�て�い�ま�せ�ん。�２�本�の�枝�C１�と�
C２�が�交�わ�っ�た�場�所�に�お�いし�い�樹�液�が�た�っ�ぷ�り�飲�
める酒場があることは覚え�ているのですが、酩酊�

状態なので一方の枝�し�か見えません。そこでま�ず、�

枝�C１�の上�で一�番近�くにあ�る位�置�x1に�飛び移�りま�す。�
x1に到着すると今度は枝�C２�し�か見えません。�x1から�
一番近くにある�C２�の点�x2に飛び移ります。�x2に到着�
し�た後は、�C１�の中で�x2から一番近くの点�x3に向かい�
ます。はた�し�てカブ�ト�ムシはこの千鳥足作戦で�無�

事酒場に辿り着けるで�し�ょうか？�

　図３の上図の場合には、�カブ�ト�ムシは樹液にあ�

りつけそうです。ところが�図３の下図の場合には、�

カ�ブ�ト�ム�シ�は�い�つ�ま�で�た�っ�て�も�x1か�x2付�近�に�留�ま�

って�し�まい、樹液にありつけそう�にありません。�

上図と下図では一体何が違�うので�し�ょう。上図で�

は２つの物体とも凹みのな�い形を�し�ているのに対�

し�、下�図�の�C２�に�は�凹�み�が�あ�り�ま�す。こ�こ�で�い�う�

「凹み」とは物体中の２点�を結ぶ直線分が物体の�

外に飛び出�し�て�し�まう部分と�し�て定義されます。�

例えば、図４の上図の物体�は凹みがありませんが、�

下図の物体には凹みがある�ことがわかります。凹�

みのない物体は「凸集合�（�ト�ツシュウゴウ）�」と呼�

4．スケ�ッ�チ�ブ�ッ�ク�で考�え�る�ア�イ�デ�ィ�アの例�

ばれています�（注２）�。�

　いくつかの絵を描いて試�し�てみればすぐに気が�

つくことですが、�C１�、�C２�が凸集合であればカブ�ト�
ムシは酒場に辿り着けるこ�とがわかります。一方、�

凸集合でない場合には酒場�に辿り着ける保証はあ�

りません。さらに凸集合の�数が３つ以上の場合で�

あったと�し�ても、同様な千鳥足作�戦で共通部分に�

辿り着けることが絵を描い�て確かめられます。�

　実は、千鳥足作戦は高次�元の世界でもそのまま�

通用することが証明されて�おり�（�［文献３］�）�、�信号処理工�

学で最も強力なアルゴリズ�ムの１つと�し�て、例え�

ば�CTス�キ�ャ�ン�の�断�層�画�像�再�構�成�問�題�や�携�帯�電�話�

の音響エコー消去問題など�に広く使われています。�

数学は２次元空間のスケッ�チブックで獲得�し�たア�

イディアを高次元のアイデ�ィアに結実させる重要�

な役目を担っているのです�。�

　優れた造形・芸術作品に�は見る者に新たな創造�

意欲を掻き立てる力が秘め�られていることは間違�

いないことのように思われ�ます。例えば北斎の大�

胆な構図や色彩はゴッホや�モネを驚かせ、その後�

の作品に色濃く影響を及ぼ�し�ています。�ド�ビ�ュッ�

シーの交響曲「海」も富嶽�三十六景にインスピ�レ�

ーションを受けて誕生�し�たと言われています。�

　優れた造形が文学や芸術�や科学技術の創造にイ�

ンス�ピ�レ�ーションを与えたエピソ�ー�ド�は他にも枚�

挙に暇がありません。私が�折に触れ読み返す文の�

１つに、東京工業大学名誉�教授岸源也氏�（故人）�の�

「科学技術の伝承と創造」と�いう香り高いエッセ�

イがあります�（�［文献４］�）�。�科学技術の発展につい�ての含�

蓄に富んだ名文です。�

　そ�し�て東京工業大学すずかけ台キ�ャンパスには、�

その精神を具現化�し�た空充秋氏制作の石彫�「伝承�

と創造」があります�（図５）�。岸源也氏が定年退官�

されたときに寄贈されたもの�です。この不思議な�

造形は、人類が築き上げてき�た科学技術の発展過�

程とその精神を今に伝えてい�ます。そ�し�て、現在�

に生きる私たちに大胆な発想�を生み出す勇気を与�

えてくれます。造形の持つ神�秘的な力を感�じ�ざる�

を得ません。� （やまだ　いさお）�

第1回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part1

［注１］�現在では常識となっている�「地動説」�ですが、コペルニク�
スは当時ヨーロッパ天文学最高の理論�「天動説」�で教育を受け�
ていたのです。�コペルニクスは、�「天動説では複雑怪奇な複合円�
軌道をたくさん作らないと観測結果が説明�できないこと」�に疑�
問を感�じ�ま�し�た。�さらに彼は、�ただ中心を取り換えるだけで非�
常にすっきり説明できることに気づき�「地動説」�のアイディア�
に至っています�［文献4］�。� ［�注�２］�「凸」と�い�う�漢�字�の�形�は�凸�集�合�で�あ�り�ま�せ�ん�の�で�ご�注�意。�
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な関�係―�はら�ぺこ�JAWSか�ら学�ぶ理�想的�な信�号処�理、日本�音�
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vol.77、no.7、pp.757-760、1994.
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図３　２つの集合の共通部分に向かう戦略� 図４　「凹みのない物体」と「凹みのある物体」�

図５　石彫「伝承と創造」�



　�「�う�わ、へ�び�が�に�ょ�ろ�に�ょ�ろ。�

もっと転がすよ。�」�

　夢中になって、�インクを付け�

たボールを転が�し�ている。その�

そばに、スポンジ�を持った別の�

子どもがにこにこ�し�ながらやっ�

てくる。�

　�「�こ�の�ガ�タ�ガ�タ�が�お�もし�ろ�い�

中でさまざまな�ものの色や形を�

味わい、何かに�見立てることが�

好きだ。それだ�けでも楽�し�いの�

だが、版遊びは�子どもたちをぐ�

んぐん惹きつけ�る。�

　ポンと押�し�て、ペッタン。�そ�

の瞬間、感嘆の�声があがる。手�

を離すと目の前�に現れる、何と�

も不思議で、す�てきな形や模様�

と出会うその瞬�間が、子どもた�

ちにとって、ま�さに版遊びの醍�

醐味のようであ�る。�

　その出会いは�、また新たな発�

想を生み出す始�まりでもあるよ�

うだ。�

　�「鳥の足跡みたい。�じ�ゃあ、�ア�

ヒルさんをつく�ろう。�」�

　写った意外な�模様や形から想�

像がふくらむの�であろう。真っ�
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　�「先生、見て！�」�と子どもが作�

品を持ってきて見�せてくれる時�

間が好きです。説�明をにこにこ�

し�て聞いているのがいい�みたい�

で、満足すると戻�っていきます。�

　そんな時に思い�出すエ�ピ�ソー�

ド�があります。私が小学�校３年�

生頃のことだった�と思います。�

写生会で校舎の絵�を描きま�し�た。�

最後に空の色を塗�る時、絵の具�

の白色はなくなり�、青の絵の具�

も足りなくなって�きま�し�た。残�

り少ない青色を精�一杯、水で薄�

めて水色の濃淡の�空に�し�ようと�

し�ま�し�たが、それでも空�全体を�

塗るには絵の具が�足りません。�

　何とか�し�ないといけないと思�

った私はなぜだか�、赤色を筆に�

取り、塗って�し�まったのです。�

空に赤!?　次の�瞬間、後�悔�し�ま�

し�たが、もう遅く、水で�薄める�

こ�と�し�か�思�い�つ�き�ま�せ�ん�で�し�

た。�し�か�し�、�水をたっぷり含ん�

だ�画�用�紙�の�上�で�そ�の�赤�は�青�と�

混ざり合い、�薄紫の色となって�

広がったのです。�不思議な感動�

で�し�た。�

　出�来�上�が�っ�た�絵�は�他�の�子�と�

空�の�色�が�明�ら�か�に�違�い�ま�し�た。�

変�な�空�だ�と�言�わ�れ�た�ら�ど�う�し�

ようとか、�絵の具の準備を怠っ�

た�こ�と�を�と�が�め�ら�れ�た�ら�ど�う�

し�よ�う�と、ど�き�ど�き�し�て�い�る�

と、なんと担任の先生�は�「�この�

空�の�色�が�い�い�ね。�」と�ほ�め�て�く�

ださったのです。�

　絵�の�具�と�闘�っ�て�い�る�私�の�姿�

を見ていたのか�はわかりません�

が、先生の言葉�は私に勇気を与�

え、ほのぼのと�し�たうれ�し�さに�

包み込まれてい�ったのを覚えて�

います。�

　下に塗った色�が、重色やにじ�

みにより予想も�し�ない効果を生�

むことを発見�し�、色の響き合う�

心地よさを体感�し�ま�し�た。私は�

以前よりももっ�と図工が好きに�

なりま�し�た。�

　日々の授業の�中で子どもの試�

行錯誤を見守り�、包み込み、勇�

気を与えていき�たいと思います。�

（たかな�し�　みゆき）�
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めて気づかされる。一�見、何の�

変哲もないひもで、た�だ遊んで�

いるだけのように見え�る。�し�か�

し�、そのものの感触を�十分に味�

わいながら、確実にヒ�ン�ト�を得�

ている。�

　さまざまに操作�し�、試すから�

こそ発見があるのだ。�その発見�

の連続は、発想を広げ�る種のよ�

うだ。�

　その子は、またわく�わく�し�た�

様子で、紙類やスポン�ジなど、�

身のまわりにあるさま�ざまな材�

質であふれかえる材料�コーナー�

へと、お宝発掘に向か�った。�

　そのものと触れ合い�ながら、�

自分なりの表現を求め�る姿を見�

たように思う。�

　授業が終わった後、�「先生、�こ�

白だった大きな画用�紙は、やが�

てたくさんの動物が�集う、にぎ�

やかな公園へと変身�し�ていった。�

　�し�ばらくすると、ある子�ども�

が目を輝かせながら�寄ってくる。�

　�「�ひ�も�を�結�ん�で�ペ�ッ�タ�ンし�た�

ら雷になったよ。�」�

　なるほど、そのま�まだと縄目�

は整っているものだ�が、は�じ�け�

た感�じ�がダイナミックでい�い。�

さらに、ほぐ�し�た先があちらこ�

ちらに伸び、動きが�ある。�

　その子どもは、ひ�もを使って�

版遊びをするうちに�、ひもを結�

んだり、ほぐ�し�たり�し�て新たな�

表現を�し�ているのである。�偶然�

にできた大発見であ�るから、そ�

の喜びは大きい。�

　試�し�てみることの大切さ�に改�

れはどうなるかな�。写すと、き�

っとおも�し�ろいよ。�」�、教室でそ�

んな話を�し�てくれた。�

　自分で発見�し�たことから思い�

思いに表現�し�た活動が、よほど�

楽�し�かったのだろう。創�作意欲�

をかき立てている�その表情に、�

私もうれ�し�さでいっぱいになっ�

た。�

　試行錯誤する中�に発見がある。�

その発見が自分ら�し�い表現の原�

動力となり、子ど�もたちはすば�

ら�し�い力を発揮する。�

　子どもたちにた�くさんの発見�

がある授業、そ�し�て、その発見�

に共に感動できる�教師を目指�し�

たいと思っている�。�

（いわさき　�し�んこ）�

　�

　�

　�

模様になりそうだ�よ。�」�

　息を弾ませて、�インクを付け�

始めた。�

　2年�生�で、版�遊�び�の�授�業�を�行�

った時のことであ�る。ここでは、�

身近にあるものを�材料に�し�て取�

り組んだ。�

　子どもたちは普�段、暮ら�し�の�

発見�の�楽�し�さ�、�自分�ら�し�い�表現�へ�

　対�話�型�鑑�賞�を�初�め�て�体�験�し�
た時、�一つの作品に対�し�て、�こ�
ん�な�に�さ�ま�ざ�ま�な�考�え�方�が�あ�
っ�た�の�か�と�大�い�に�感�動�し�た�の�
を覚えている。�また、�小学校の�
児�童�を�対�象�に�し�た�授�業�提�示�で�
は、�子どもたちが授業�終了後も�
目�を�輝�か�せ�て�作�品�集�や�画�集�を�
手に取る姿が印象的�だった。�こ�
の�こ�と�が�対�話�型�鑑�賞�を�自�分�で�
も�取�り�入�れ�て�進�め�て�み�よ�う�と�
思った大きなきっか�けだ。�
　対�話�型�鑑�賞�を�研�究�し�な�が�ら�
進�め�て�い�く�う�ち�に�、�い�く�つ�か�の�
大�き�な�ポ�イ�ン�ト�が�見�つ�か�っ�て�
きた。�まずは、�どんな鑑賞作品�
にするのか。�そ�し�て、�鑑賞授業�

と�し�て�の�終�末�を�ど�う�す�る�の�か。�
ほ�か�に�も�た�く�さ�ん�の�要�素�が�あ�
っ�て�成�り�立�つ�授�業�で�は�あ�る�の�
だが、�大きな悩みとなっ�たのは�
この二つだった。�
　一つめの作品選びは�、�一つ一�
つ�の�絵�画�作�品�に�込�め�ら�れ�て�い�
る作者の思いや作風が�、�いま目�
の�前�に�い�る�生�徒�た�ち�に�学�ば�せ�
た�い�も�の�と�一�致�し�て�い�る�か�ど�
う�か�を�検�討�し�な�が�ら�行�う�よ�う�
に�し�た。�
　二つめの授業の終末�は、�授業�
と�し�て�生�徒�に�学�ば�せ�た�い�力�を�
ど�の�よ�う�に�と�ら�え�て�い�く�か�で�
変�化�し�て�い�く�こ�と�に�な�っ�て�い�
った。�

　対�話�型�鑑�賞�を�行�う�際�に�は�１�
時�間�の�授�業�で�三�つ�く�ら�い�の�作�
品を見ていく。�そこでは対話が�
多く行われ、�鑑賞力を高めてい�
くことができる。�私は、�授業を�
重ねていくたびに�、�一つの作品�
を�じ�っくりと鑑賞�し�、�生徒の解�
釈�と�作�者�の�意�図�や�思�い�を�も�っ�
と�深�く�つ�な�げ�て�い�く�こ�と�も�必�
要ではないかと感じ�た。�この考�
え�が�生�ま�れ�た�時�に「対�話�型�鑑�
賞」と「対�話�を�用�い�た�鑑�賞」�
と、�私なりに分けて�考えていく�
こ�と�が�で�き�る�よ�う�に�な�っ�て�き�
た。�
　目�の�前�に�い�る�生�徒�に�何�を�学�
ばせたいか、�ということにこれ�
からも重点を置き�、�よいものを�
どんどん吸収�し�ていきたい。�そ�
し�て、�自分なりの授業を今後�も�
展開�し�続けていきたいと�思う。�

（きのうち　まも�る）�

長崎県長崎市立高城台小学校�
　�

「空�に�赤�!?」�
高梨　�美幸�（北海道札幌市立平�岡公園小学校）�

「�対話型�鑑賞」�か�ら�「�対話�を�用�い�た�鑑賞」�へ�
木内　�衛�（秋田県大館市立第一�中学校教諭）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�
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3．生涯図工�

　図工・美術の指導にか�かわることが少なくなっ�

た前任校当時、自分勝手�な校内廊下ギャラリーを�

設けた。廊下の脇の数メ�ー�ト�ル程の小さなギャラ�

リーである。ここで自分�の作品展をおよそ２年間、�

毎週続けた。�

　月曜日、子どもたちが�登校�し�てくる前に、土曜�

日や日曜日につくった２�、�３点の作品を、�そのギャ�

ラリーに展示�し�ておく。登校�し�てきて廊下で作品�

を目に�し�た子どもたちが示す反応はさ�まざまであ�

る。立ち止まって見てく�れる作品もあれば、一瞥�

し�て通りすぎて�し�まう作品もある。�

　制作者と�し�ては、作品を見た子ども�たちの反応�

に一喜一憂する。たくさ�んの子どもたちが立ち止�

まり、ながめたり、思わ�ず手が出たりするような�

作品ならば、ねらい達成�である。�

　毎日、何百人の人が作�品の前を通り過ぎ、目に�

留め、それぞれの反応を�示�し�てくれる。制作者に�

とっては反応がすぐに確�かめられる刺激的な個展�

作�し�たいすの端材などを使って制�作�し�た図工的・�

オブジェ的作品であった。�

　図工的・オブジェ的作品�をつくって展示する目�

的は二つであった。第一の�目的は、子どもたちの、�

つくることへの興味・関心�をふくらませることで�

ある。第二の目的は、廊下�を通る先生方に図工の�

題材を広げる提案である。�

　それらの目的のために、�

次のような考え、内容、方�

法で制作・展示�し�た。�

①子どもたちに「つくれそ�

う」と思えるもの。�

②身近な材料や用具でつく�

ったもの。�

③図工のように、材料など�

から思いつきながら、つ�

くりながら考えたもの。�

④発想の楽�し�さ、つくる楽�

し�さが伝わるもの。�

⑤比較的短時間ででき、形�

が単純なもの。並べたり�

組み合わせたり�し�てでき�

るものなど。整えないも�

の。�

⑥触ることのできるもの、�

動くもの、パズル、季節�

や自然を取り入れたもの�。�

⑦作品の種類を多様に。興�

味をひく新鮮な作品。�

　これら①～⑦は図工の題�

材を設定する条件にも重な�

てみたい」など、つくるこ�との楽�し�さや、つくっ�

てみたいという気持ちに伝�わればと考えて制作、�

展示�し�た。�

　先�生�方�に�は、�「こ�ん�な�木�の�使�い�方�も�あ�っ�た�か」�

と、題材設定などや指導内�容に役立てばと考えた。�

　このような自分勝手な思�いこみでつくり、展示�

し�た作品は100種類以上に�ふくらんだ。�

　絵や彫刻のように伝統的表�現方法などを用いず、�

子どもたちのように材料など�から発想�し�たり、つ�

くりながら考えて自分の形を�見いだ�し�たり�し�てい�

く右脳・感性中心の制作を「�図工的ものづくり」�

とすれば、大人にとっても、�図工的ものづくりは�

子どもと同様に楽�し�いことである。�

　伝統的表現方法�（美術的表現方法）�は、材料や表�

現方法にとらわれない図工的�表現の中の一部であ�

るとも言える。図工に美術を�継ぐだけでなく、楽�

し�くつくる生涯図工が生涯学�習の一つと�し�て位置�

づけば、図工・美術の可能性�も大きく広がるであ�

ろう。それを位置づけるのは�これからの図工・美�

術教育である。� （みさわ　みのる）�

会場である。�

　展示�し�た作品の始まり�

は学校のいすのリサイク�

ル作品であった。子ども�

たちは生まれ変わったい�

すに大いに興味を示�し�て�

くれた。�

　たくさんの人がながめ�

たり、いすの座り心地を�

試�し�たり�し�てくれるのを�

見ると、毎週、新�し�い次のいすが生まれた。�

　このいすづくりには、�工作クラブや親子工作が�

取り組んだ。�

　これらのいすの展示で�、たくさんの人に見ても�

らう快感を覚え、次につ�くって展示�し�たのが、制�

る�も�の�で�あ�る。子�ど�も�た�ち�が�見�て、�「お�も�し�ろ�そ�

う」�、�「あんなこともできるんだ」�、�「自分もつくっ�

　12月になれば、クリスマ�ス�

ツリーでないクリスマスツ�リ�

ーづくりを進めた。�「へんなツ�

リーだな」�「これがツリー？」�、�

「でも、�おも�し�ろい」�。�そんな�

子どもたちの言葉を聞くこ�と�

ができるようなクリスマス�ツ�

リーづくりを進めた。�

　完成は意図せず、まず切�っ�

てみる。並べてみる。他の�木�

とも組み合わせてみる。色�彩�

を付けてみる。そんな図工�的�

つくり方は、絵画や彫刻の�よ�

うに技法・技術的なものは�必�

要なく、自分で考え、自分�で�

選んだ表現方法で制作を進�め�

ることができる。�技術的な�「う�

まい、へた」にとらわれる�こ�

ともほとんどない。この制�作�

は、つくり出すときの悩み�さ�

えも楽�し�く、つくる楽�し�さ、�

考える楽�し�さに浸ることがで�

きる。�

　そ�し�て、その作品を廊下で�

見てくれる人、期待�し�て待っ�

てくれる人がいるというこ�と�

が、さらに新�し�い方法、新�し�

い形を生み出すもとになる�。�

　子どもたちや先生方の通�り�

過ぎる足を止めるために、�先�

週の作品とは違う発想や制�作�

方法を試みる。時には触っ�て�

動かすことのできる作品を�。�

時には子どもたちが自分の�手�

で形を並べてみるパズルな�ども。あの手この手で�

アイデアが広がる。形や方法�などがマンネリ的に�

なると、材料を替え、用具を�替えると新�し�いもの�

が生まれる。方法を広げてい�くと、つくる者にと�

っても見る人にとっても、初�めて見るような形が�

結構生まれてくるものである�。�

　朝、登校�し�てきた子どもたちが「おっ」�と思っ�

てくれるようなもの。廊下を�通る先生方も「ちょ�

っとおも�し�ろいね」と反�

応�し�てくれることを想像�

し�て。�

　そのようにつくったも�

のは、具象的な形は少な�

く、抽象的な形となるも�

のが多い。�

　立体の作品では、まず、�

し�っかり立つということ�

が大きなポイン�ト�となる。�

し�っかり立てば形が大い�

に広がり、発展する。そ�

し�て、木と木を�し�っかり�

つなげることができれば�

形の可能性は無限である。�

動力の弱い電動�ド�リルは、�

子どもでも安全に操作で�

き、木を使った制作の可�

能性を大きく広げてくれ�

る。�

群馬県伊勢崎市立三�郷小学校教頭　�三澤　�実�

廊下�ギ�ャ�ラ�リ�ー�か�ら�生�ま�れ�る�題材�

1．は�じ�め�に�

2．題材提案�
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1．は�じ�め�に�

教材研究�
中　�学　�校�

　指導にあたって、生徒に�もこの観点を示すこと�

で、多角的な視点から見る�ことが比較的容易にで�

きるようになる。�

　この単元は１年生で実施�し�ているもので、神奈�

川県立近代美術館製作の�「宝箱�（美術館の収蔵品を�

58枚のカー�ド�に�し�たもの）�」�を使い、５～６人程度�

の班で数枚のカー�ド�を選び出�し�、展覧会の企画を�

立て、�発表するというものであ�る�（発表では、�写真�

のように葉書大の作品を大�型テ�レ�ビ�と各モニター�

に投影�し�、実際の作品のサイズに�近い感�じ�で、ま�

た、より近くで鑑賞できる�ように配慮�し�た）�。�

　この単元では、�「作品からさまざまな情�報を取り�

出すこと」�「取り出�し�た情報から複数の作品に共�通�

し�た項目を見出�し�、そこから展覧会のコ�ンセプ�ト�

を立てること」�「コンセプ�ト�に基づいて作品を再度�

選び、他者へのプ�レ�ゼンテーションについて検�討�

すること」が主な活動とな�るが、どの活動も１年�

生にとっては難�し�い内容である。�

　�し�か�し�、情報の取り出�し�に関�し�ては、この単元�

の場合多くの作品から選ぶ�ことができるため、生�

徒それぞれが、自分にとっ�て取り出�し�が容易なも�

のを選択でき、比較的抵抗�感なく取り組める。�

　また、グループ学習とい�う形を取ることで、他�

者の見方に密に触れること�で、一人一人の鑑賞す�

る力を深化させることがで�きる。�

　さらに、鑑賞ではじっく�りと細部まで観察する�

ことが大切だが、この単元�では、自然な形で繰り�

返�し�多くの作品を見ることができ�るため、細部ま�

で�じ�っくり観察するという態度が�身に付きやすい。�

　この単元には、鑑賞する�力の育成のほかにもね�

らいがある。�

　アメリカの理科教育の一�つであるアースシステ�

ム教育の七つの理解目標の�７番目に「多くの人が、�

地球のプロセス、進化等に�興味を抱き、これらに�

関わる職業に携わっている�ことを理解する。�」�とい�

うものがあり、キャリア教�育の側面や自分たちの�

学びが実社会でどのように�生かされているのかを�

知ることが位置付けられて�いる。�

　本単元でも、学芸員とい�う職業への理解や、美�

術館の活動や機能について�学ぶ機会と�し�ている。�

そのため、できれば発表の�際に学芸員の方に来て�

いただき、コメン�ト�や学芸員の仕事についてお�話�

を�い�た�だ�け�る�こ�と�が�望�ま�し�い�（�本�校�の�場�合、�「宝�

箱」を企画された学芸員の�方をお呼び�し�た）�。�

　また、毎回の活動の終わ�りに、他のメンバーの�

努力や学習への貢献度を相�互評価させることで、�

他者理解、自己理解に資す�るとともに、異なった�

考え方を尊重する態度を育�成するという、道徳的�

な側面でも押さえた。�

　①個人企画書の作成……�１時間�

　②班企画書の作成………�４時間�

　③発表・評価……………�1.5時間�

　④学芸員の仕事と美術館�の活動について�

　　　　　　　　…………�１時間�

　本校の場合、総合的な学�習の時間のねらいも押�

さえているため、�「総合」�の時間も活用�し�て7.5時間�

で実施�し�ている。美術の時間だけ�で実施する場合�

は、②を省略�し�、③を２時間にすること�で、４時�

間程度で実施が可能である�と思われる。�

　また、神奈川県立近代美�術館が、�「宝箱」�の活用�

方法の一つと�し�て紹介�し�ているゲームの一つは�、�

作品から特徴を探�し�、共通点のある作品を集め�る�

というもので、本単元のね�らいの一部を達成でき�

る。こちらは１時間あれば実�施が可能である。�

　指導にあたって次の４点に�注意する必要がある。�

　�「子どもたちの自治的な力�を伸ばすために、�班長�

の指導を徹底する。�」�「良い視点を持ちなが�らも表�

現�が�稚�拙�な�生�徒�の�提�案�に�注�意�し�、適�切�に�介�入�す�

る。�」�「企画書の作成では、コ�ンセプ�ト�を明確に�し�、�

各作品の選定理由を、コンセ�プ�ト�に基づいて説明�

できるようにすることを強調�する。�」�「情報を取り�

出�し�、理解�し�、評価する力を付けるために�、発表�

において発表することよりも�他班の発表を評価す�

ることを重視させる。�」�

　この実践は３年目になるが�、過去２回は、どの�

生徒も積極的に参加する姿が�見られ、１年生と�し�

ては満足できる企画内容であ�ったが、班による�レ�

ベル差が大きかった。これは�、班の中にユニーク�

な視点を持つ生徒がいると、�その生徒を中心に�レ�

ベルを引き上げることが可能�だが、そういう生徒�

に恵まれない班は、企画段階�での熟考が不十分だ�

ったためである。�

　今年は、この単元の実施の�前に、二つの鑑賞学�

習を行った。�

　一つは、開隆堂の『美術　�表現と鑑賞』の見開�

き２ページにモネの作品と印�象派やモネに関する�

説明が載っている「印象派の�巨匠・モネ」を使い、�

そこに示された説明文とモネ�の作品を手がかりに、�

モネが表現�し�ようと�し�たことを考えさせ、最終的�

に「散歩、日傘をさす女」を�鑑賞�し�て感�じ�たこと�

を書かせるものである。�

　もう一つは、定期テス�ト�の中で、歌川広重と葛�

飾北斎の作品数点を提示�し�、その中から気に入っ�

た作品について、構図の工夫�を読み取らせる設問�

と、授業で行ったオブジェ制�作のねらいに基づい�

て制作�し�た作品を見て作者のねらい�について考え�

さ�せ�る�設�問�を�実�施�し�た�（�本�校�の�美�術�の�定�期�テ�ス�ト�

は、２～３問程度の論述式の�もので、事前に設問�

を発表�し�、解答のための基本的な資�料を配付�し�て�

いる。また試験当日は、自分�で集めた資料も含め、�

資料持ち込み可と�し�ている）�。�

　こう�し�た学習を事前に�し�たところ、着眼点の向�

上が見られた。� （くりき　ゆうごう）�

5．成果�と�改善点�
3．�「キュ�レ�ーターに�挑戦」�の内容�とねらい�

4．�単元�の展開�

2．PISA型読解力の育成の視点�

鑑賞�に�よ�る�PISA型読解力�の�育成�
～�キ�ュ�レ�ー�タ�ー�に�挑戦～�

神奈川県平塚市立�太洋中学校　�栗木　�雄剛�

　指導主事と�し�て管内の学校の鑑賞学�習を見てき�

て、美術史の知識・理解�の側面が強い実践が多い�

ように感�じ�た。もちろん知識・理解も�大切である�

が、この側面だけに重点�を置くと、作品を見る行�

為よりも理解が優先され�る恐れがあると思われる。�

　鑑賞学習では、作品とじ�っくりと対峙�し�、生徒�

が自らの価値意識に基づ�いて、作品を理解する力�

を養うとともに、見ると�いう行為自体を楽�し�む態�

度を培うことが重要であ�ると考える。�

　具体的には、作品から�情報を取り出�し�、解釈�し�

ていくという行為を重視�する必要がある。そのた�

め、�最近着目されているPISA型読解力�の考え方を�

活用できるのではないか�と考え、この視点から鑑�

賞学習を見直すことと�し�た。�

　この視点から鑑賞学習�を考えると、鑑賞は、作�

品というテキス�ト�から、文章も含めた関連資�料や�

既存の知識、各自の感覚�などを総動員�し�てさまざ�

まな情報を取り出�し�、表現�し�ていることを解釈�し�、�

作品の価値を理解・判断�し�て、発信するという活�

動ということになる。�

　単元の開発にあたって�は、こう�し�た段階を踏む�

よう計画するわけだが、�そもそも作品から取り出�

せる情報はどのようなも�のがあるのかということ�

を押さえておく必要があ�る。私は次のようなもの�

を考えている。�

　①造形的要素�

　②主題�（作者の表現意図）�

　③時代背景�

　④鑑賞者のまなざ�し�（鑑賞者の独自の視点。�柳宗�

悦や千利休の場合のように�、創造的な視点と�

も言える。�）�
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　本校は、広島県のほぼ�中央に位置する国際学術�

研�究�都�市�東�広�島�市�の�東�部�に�あ�る�児�童�数�365名�の�中�

規模校である。�校区には、国指定重要文�化財�「旧木�

原�家�住�宅」・�白�山�城�址�・�頭�崎�城�址�・�御�土�居�遺�跡�

跡・白市歌舞伎などがあ�り、歴史や文化の薫り高�

い地域である。�

　Child Art展�は�今�年�で�第�５�回�目�を�迎�え、今�年�は�

1600名�を�上�回�る�来�場�者�が�あ�っ�た�。�会�場�の�入�り�口�に�

は、地域の伝統行事�「とんど」�で担ぐ�「神明さん」�

と地域の方が作られた等身�大の人形「旅人」や鉢�

植えの菊が飾られ、来場者�を温かく出迎えてくれ�

る�。�ま�た、地�域�の�方�の�手�作�り�の�甘�酒�が�振�る�舞�わ�れ、�

まさに、地域とともにある�Art展なのである。�

17

◆うらわ美術館の紹�介�

　うらわ美術館は、�JR浦和駅西口徒歩７分、�ホテ�

ルや�レ�ス�ト�ラン等が同居�し�た複合�ビ�ルの３階にあ�

る都市型美術館です。�「地域ゆかりの作家」�と�「本�

をめぐるアー�ト�」�作品の収集を基本方針と�し�、�「本�

のアー�ト�を集める美術館」と�し�て知られています。�

多くの市民や子ども達に愛�される美術館を目指�し�

て、普及活動にも力を注い�でいくように努めてい�

ます。�

◆展覧会企画の意図�

　子どもの表現については�、自由で楽�し�い、かわ�

いら�し�いなどのイメージとともに�、子どもの作品�

だから稚拙な…という先入�観もあるようです。子�

どもの表現は、多くの偶然�性を含んでおり、その�

場限りの表現だとも言えま�す。�し�か�し�、時には創�

造性の源泉からほとば�し�り出るような独創的な�作�

品を生み出す場合がありま�す。そ�し�てまた、鑑賞�

する側の意識の有り様によ�っては、子どもの表現�

という固定観念を越えたイ�ンス�ピ�レ�ーションや感�

動を得ることもできるので�はないで�し�ょうか。�

　子どもの表現とは何もの�なので�し�ょう。そこか�

ら生み出される作品は、芸�術なのか、そうではな�

いのか。子どもと大人の造�形には境界があるのか�

ないのか。展示環境を整え�ることによって、鑑賞�

する側の意識に何らかの変�化を与えることができ�

るのかどうか。このような�思いが、この展覧会を�

企画するきっかけとなりま�し�た。�

◆展示内容�

　本展は、当館を会場に開�催された「平成19年度�

埼玉県児童生徒美術展さい�たま市地区展」出品作�

品から選んだ作品を、�収蔵作品と共に、�Ⅰ章�「人・�

動物・風景」�、Ⅱ章�「抽象・空想・想像」�、Ⅲ章�「本�

造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

4．第5回　�Child Art展�1．は�じ�めに�

2．なぜ�「旧木原家住宅」�でArt展なのか�

をめぐって」�、Ⅳ章�「遊び心」�の４章で展示構成を�

し�ま�し�た。�

　美術館の展示環境の中で、�子どもと作家の作品�

を同等に扱い、本格的な展示�方法を取り入れるこ�

とにより、両者それぞれの魅�力を引き出そうと試�

みま�し�た。テーマや技法など作品相�互の関連を図�

り、落ち着いた雰囲気の中で�鑑賞に集中できるよ�

うに、空間・配置・照明にも�十分な配慮を�し�ま�し�

た。�

◆さいごに�

　来館者の方々には、どのよ�うな印象を受け取っ�

ていただけたので�し�ょうか。アンケー�ト�に書かれ�

た感想の一部を載せてまとめ�と�し�ます。�「芸術にプ�

ロもアマもないことを実感。�（40代男性）�」�「子ども�

達の発想の豊かさに驚き、と�ても刺激を受けた。�

（20代女性）�」�「収蔵作品と子どもの作�品がこのよう�

に展示されると、その境界が�ないことに気付かさ�

れま�し�た。あるのは表現者というジ�ャンルのみ。�

まんまとはまりま�し�た。�（50代男性）�」�

（ひさまつ　たけのり）�

「表現者�た�ち�…ゆ�ら�ぐ�境界�を�越�え�て�

　Child Art展では、�旧木原家住宅に児童の作品�を�

展示することを通�し�て、学校と保護者・地域が�一�

体となり、地域に向けて新�たな文化の発信源とな�

り�つ�つ�あ�る�。�こ�れ�ま�で�地�域�の�豊�か�な�教�育�力�を�取�り�

入�れ、活�用�し�て�き�た�学�校�が、Child Art展�を�通し�

て、新たな文化を創造�し�、発信�し�ていく。�

　学校での学びを学校の外�へ発信するということ�

は、子どもたちにとっても�、より大きな充実感・�

満足感を得られ、さらなる�文化創造意欲につなが�

るものだと考えている。� （ふるもと　せつお）�

　東広島市では、市内全�

小・中学校に「一校一自�

慢」を位置づけ、地域の�

特徴を生か�し�た学校づく�

りを進めている。�

　本校では、学校教育と�地域の歴史・文化の融合�

を�め�ざし�て�「�伝�え�よ�う　�ふ�る�さ�と�東�高�屋�」�と�題し�て、�

各学年で発達段階に応じ�た取り組みを行っている。�

　その取�り組�みの�一つに�Child Art展�があ�る。�校区�

の歴史的文化財の中心で�ある「旧木原家住宅」に�

全�児�童�の�図�画�工�作�の�作�品�を�展�示�す�る�Child Art展�

を企画�し�、地域の日常生活ラインに学�校教育を置�

くことに�し�た。�

（1）�「旧木原家住宅」�に図画工作の作品を展示�する�

ことを通�し�て白市の歴史・文化に触�れ、�歴史・�

文化のすばら�し�さに気づき、�自分たちもこれら�

を継承�し�ようという意識を高めると�ともに、�ふ�

るさと高屋東に愛着を抱く�ようにする。�

（�2）�イ�メ�ー�ジ�を�大�切�にし�た�作�品�づ�く�り�や�友�達�の�作�

品を鑑賞することを通�し�て、�創造性を高め、�豊�

かな感性を育む。�

（�3）�地�域�の�日�常�生�活�ラ�イ�ン�に�学�校�教�育�を�置�く�こ�と�

により、�学校と地域、�学校と保護者とのつなが�

りと相互理解を一層深め、�開かれた学校づくり�

を進める。�

高屋東小学校Child Art展�
～国指定重要文化財�を�活用�し�た�作品展～�

広島県東広島市立�高屋東小学校　�古本　�節郎�

5．おわり�に�

3．Child Art展のねらい�

―収蔵作品�と�子�ど�も�の作品―」�展�
うらわ美術館指導主事�　�久松　�丈記�

し�らいち�

旧木原家住宅�

神明さんと菊�

展示会場内�

等身大の人形｢旅人｣�


